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 亀井氏の本論文は、その主題として、ドイツの 18 世紀の 70 年代から 19 世紀の 20 年代にかけて盛
んに行われながら（最盛期の 1790 年代には千を優に超えるタイトルが出版されています）、研究にお
いても批評においても久しく否定的に扱われ、ほとんど無視されてきた「恐怖小説」という一文学ジ
ャンルを取り上げています。この主題についての個別的な論考は、論者自身のそれも含めて、今では
多数ありますが、この博士論文は、このジャンルにイギリスのそれに倣って「ドイツのゴシック小説」
の名前を与えて、それを通観し総括することを目的とする、日本で初めての試みです。 
「序章 ドイツのゴシック小説というジャンル」は、「ドイツのゴシック小説」とその研究の前史か
ら説き起こし、それがゲーテの『ヴェールター』（1774）にならって流行した感傷的な市民・家庭小説
に対抗して登場することを確認し、研究史的には古くはＪ．Ｗ．アペル（1859）、Ｍ．タールマン（1923）、
そして、英米圏におけるイギリス・ゴシック小説研究の蓄積に促された近年のいくつものドイツ内外
の研究成果、なかでもＭ．ハドリーの画期的な仕事（1978）を批判的に継承して、さまざまな「恐怖」
を主題とする一義的定義の困難なこの文学ジャンルを大まかに「騎士小説を含む歴史小説」、「盗賊小
説と狭義の恐怖小説」、「秘密結社小説」に整理し、それにしたがって以下の諸章の枠組を与えていま
す。その際、論者は賢明にも、このジャンルの概念構成の明確化・精密化といった無用の議論を回避
して、むしろ文学史的な記述の筋道を立てようとしています。 
「第一章 騎士小説を含む歴史小説」では、ゲーテの『ゲッツ』（1773）を端緒の一つとして確認す
る論者は、中世以来の説話・伝説から、それに取材した同時代の歴史的・伝奇的物語にいたる系譜を
概観して、啓蒙主義の時代に即応した超自然的な怪異と恐怖の物語として誕生した「ゴシック小説」
としての騎士小説・歴史小説を検討しています。ここで「啓蒙主義の時代に即応した」とは、ゴシッ
ク的な舞台装置・道具立ての中で展開される超自然的な怪異が最後には合理主義的・科学主義的に説
明され、読者の不安と恐怖は解消される、という意味です。具体的に取り上げられるのは、ヴェヒタ
ー、マイスナー、ナウベルトなど、十数人の作家であり、それに倍する作品です。 
「第二章 盗賊小説と狭義の恐怖小説」でも、前史が概観され、1790 年代になって登場する盗賊小
説にシラーの『群盗』（1781）などが及ぼした影響を含めて、クラーマー、シュピース、ベルガー、グ
ローセ、チンク、そしてザイデルのそれが検討されます。その後、やはり十数人の作家とそれに倍す
る作品が取り上げられます。そして補論的に、「ドイツのゴシック小説」と啓蒙主義との複雑な、ある
いは逆説的な関係が、作家たちの政治的・宗教的立場を含めて、論及されます。 
「第三章 翻訳に見る英国とドイツの関係」は、ドイツにおける恐怖小説のこのような展開に果た
したイギリスのゴシック小説の重大な役割と、とくに 1790 年代のドイツからの逆輸入によってイギリ
スが受けた多大な影響とを、そしてその異同を、比較文学的に翻訳、翻案、脚色、改作、新作といっ
たレベルで、詳細な例示をもって検討し、読書空間としての「ゴシック的空間」なるものの両者にお
ける共有を解明しています。 
「第四章 秘密結社小説」では、第三章までの展開を踏まえて、ゲーテの『マイスター』（1795／96）
の〈塔の結社〉に言及しつつ、書き手と同時代のいくつかの秘密結社の宗教的・政治的陰謀を主題と
する恐怖の犯罪物語が、フランス革命とその前後の時代の状況から養分を得て、ドイツ独自の恐怖物
語として大成する経緯が分析されます。ここでも、フーバー、ナウベルト、フォレニウス、ザイデル、
チョッケ、アルノルトなど 20 人を超える作家とその多数の作品が取り上げられ、とりわけシラー、チ
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ンク、グローセの作品が詳細に検討されます。そして補論的に、フランス革命を秘密結社の陰謀とす
る当時もてはやされた宣伝の反映をここに確認するとともに、「ゴシック小説」本来の超自然的な怪異
による不安と恐怖の合理主義的・科学主義的な解明の終着点として、逆説的に、読者の生きる現実そ
のもののもつ不可解が秘密結社として前景化して、読者から「庇護された不安と恐怖」の楽しみが奪
われていく経緯が考察され、本論文の第二部を成す「付論」への橋渡しがおこなわれます。 
「終章 ドイツのゴシック小説の語り」では、いわゆる二重タイトルとその機能、タイトルの強力
な援軍としての口絵と挿絵、序文や後書の付加から、語りの構造、物語の構成パターンなどの、作者
と読者を取り結ぶいくつかの工夫が分析され、具体例としてチンクの『ある見霊者の物語』（1790－93）
とグローセの『守護精霊』（1791－95）が詳細に検討され、このジャンルの隆盛の理由が解明されます。
そして、今では大半不当にも忘れ去られてしまっている「ドイツのゴシック小説」の多数の作家と膨
大な数の作品に研究上真剣に取り組む必要性と有効性を訴えて、本論文は一旦終ります。 
論者は、上記６章からなる本論に、さらに５章からなる「付論 ドイツのゴシック小説としてのＥ・
Ｔ・Ａ・ホフマンの作品」を付加し、主論文を語の本来の意味において補完することを試みています。
すなわち、この「付論」は、「ゴシック小説」を耽読し、とりわけグローセの『守護精霊』に学んだホ
フマンの、ほとんどの場合何らかのゴシック的要素を含んでいる作品群から、『世襲領』（1816）、『磁
気催眠術師』（1814）、『悪魔の霊液』（1815／16）の三作品を取り上げて、そのゴシック小説的要素・
作法を具体的に確認することによって、現在定説的・無前提的に「ロマン主義の作家」と称揚される
ホフマンに「ゴシック小説の革新者」かつ「新しい文学」の創始者の一人としての一面を見出すこと
を試み、それを踏まえてさらに、超自然的なものの現実への介入によって引き起こされる不安と恐怖
を主題とする「ゴシック小説」から、内在的あるいは心理学的不安・恐怖（つまり人間の魂の夜の側
面と無意識の深遠）を主題とするロマン主義的「幻想小説」への転換を、別言すれば、「ゴシック小説」
と「ロマン主義」文学の接点と異同を解明しようとしています。そして、「ロマン主義」文学一般を高
級な芸術として称揚し、「ゴシック小説」一般を低級な消費目的の娯楽文学として貶下するこれまでの
研究と批評における単純な差別的判断基準に、あらためて重大な疑問を投げかけています。 
 亀井氏のこの論文はかならずしもオリジナリティーに満ちた論文とまでは言えないとしても、無数
の資料の博捜と翻読、多数の先行研究の批判的調査の上に、いくつもの新知見・卓見（それを具体的
に紹介する紙幅は、残念ながらありません）を提示しており、また、何よりも自ら掲げた目的を破綻
なく見事に果たしています。このことによって、本論文は、今のところこのジャンルに関する今後の
研究にとって日本語で読める唯一不可欠の労作であり、外国の研究成果に比しても遜色のない達成で
あると考えられます。よって、私たちは、これを博士の学位を授与するに十分以上に値する論文であ
る、と判断しました。 
 なお一つ、無い物ねだりをしておきます。この文学ジャンルはその性格上、とりわけて作者と出版
者と読者の関係を抜きにしては論じられないものですが、論者は、作者たちの出自や身分、その宗教
的・政治的立場、その啓蒙主義的傾向と意向など、周到に作者の側の「創造美学」に配慮するととも
に、読者の側の「受容美学」の観点からも、この関係に随所で言及しています。しかし残念なことに、
この問題のためにとくに一章を割いて論ずることはしていません。このことを、このジャンルへの読
書趣味の形成と展開および書籍市場の問題を考えることも含めて、是非まとめてほしかった、と思っ
ています。したがって私たちは、論者自身が、この博士論文で自ら到達した研究の地平に安住するこ
となく、それを越える成果を次々と発表してくれることを期待してやみません。 
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